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概要

本研究の目的は,学 校,地 域 職域において不妊治療経験者が過去に受けたリプロダクティブヘルス教

育の内容(経 験〉,教育に取 り入れて欲 しい内容(希 望)を 明らかにすることである.不 妊治療経験のある

女性25名 を対象に,質 問紙によりリプロダクティブヘルスに関する16項 目について経験と希望を尋ねた

(nF24).結 果,「妊娠成立の しくみ」,「女1生生殖器のはたらき」,「男性生殖器のはたらき」に続いて,「避

妊方法⊥ 「性感染症」の内容が比較的多 く経験 されていた.希 望については,「性感染症⊥ 「避妊方法」お

よび 「女性生殖器の病気⊥ 「妊娠成立の しくみ⊥ 「不妊症」,「がん検診⊥ 「月経不順 ・月経異常」,「妊娠

の条件やタイミング」および 「乳がん」の順に希望者が多く,7割 を超えていた.「女性生殖器の病気」,「不

妊症」,「男性不妊症」,「乳がん」,「がん検診」,「男女のコミュニケーション」,「性感染症」については,過

去に教育を受けた経験 より教育に取 り入れてほしいと希望する割合が比較的多かった.本 研究対象は不妊

治療経験者であったが,若 年層の人たちが直面するリプロダクティブヘルスの課題だけでなく,将 来直面

するかもしれない健康課題について教育が行われることを望んでいると考えられた,ま た,不 妊当事者の

声 として,不 妊症について学校教育に取 り入れて欲 しいとの希望が多 く聞かれた.こ うした知識を若年層

に提供することは,長 期的にみたリプロダクティブヘルスの予防的セルフケアが可能となり,不 妊に悩む

人々の減少,ひ いては若者の将来のライフプランの実現につながると考えられる.
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緒言

女性の生殖 に関す る健康問題 は,腫 瘍性疾患,子 宮

筋腫 子宮内膜症 月経異常,月 経前症候群,性 感染

症,不 妊症 ・不育症,乳 がん等様 々ある.不 妊症 は,

その特性か ら若い女性に多 くみ られる健康問題ではな

いが,30代 後半か ら増加がみ られ,2013年 の 日本産

科 婦 人 科 学 会 の 報 告 に よ る と,ART(Assisted

ReproductiveTechnology)実 施件数 は,40歳 前後 にピー

クが認められるD.加 齢に伴 う妊孕 性の低下 による不

妊の増加が要因の一つ と推察 されるが,そ の背景には,

女性 の晩婚化や晩産化だけでな く,妊 娠や出産,妊 娠

適齢期等の知識の希薄 さがある と考え られる2)3).

人々が妊娠,出 産,生 殖機能 に関連 した リプロダク

テ ィブヘルスにつ いて学ぶ機会は,学 校現場 における

保健科教育4>5)や性に関する指導6),地 域や職域にお

ける健康教育があるが,若 者を対象としたものの多 く

は学校で行われ,と りわけ望まない妊娠や性感染症の

予防に重点が置かれている.な ぜなら,そ れらは10

歳代の若者が直面する問題故である.し かし一旦社会

に出て自立すると,若 者の多 くは結婚,出 産,家 族形

成 といったライフイベン トを望むと考えられる7)8).

若者が望む将来のライフプランを実現するためには,

希望する時に妊娠出産できるための知識が必要といえ

る.し かし,こ うしたリプロダクティブヘルスに関す

る知識は,積 極的に求めない限 り得る機会はあまりな

いようだ.昨 今の不妊治療としてのART実 施件数の

増加に鑑みると,望 まない妊娠の予防だけでなく,望

むときに妊娠出産できるための真の意味での家族計画

教育ニーズが高まっていると考えられる.地 域社会の

みならず学校での教育の可能1生を検討する時期にきて
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